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調査研究実績 

の概要○○○ 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

 

 健康増進・食育推進において、日々の食事について栄養バランスを把握することは重要

である。農水省より配布されている「食事バランスガイド」は、1日に「何を」「どれだ

け」食べたらよいかを、食事の望ましい組み合わせとおおよその量をイラストでわかりや

すく示したものである。しかし、このツールは実際の食事についてあてはめようとする

と、主食、主菜、副菜などの種類の決定は比較的容易にできるが、分量の算出が煩雑で日

常的に利用するには難しいという問題点がある。 

 昨年度の地域貢献研究で「食事バランスガイド」を手軽に利用するための基礎技術開発

に取り組み、 

1. 食事バランスガイドにもとづいたレシピの分類手法の開発、および 

2. レシピの分量表現に対する辞書の作成 

を行った。本研究ではこの成果を踏まえ、レシピに関する情報処理技術の地域への展開を

行うことを目的とする。この観点から，以下の研究を行った． 

1. 学校給食データに対する情報処理 

(ア) 料理の栄養価によるクラスタリングと特徴分析 

(イ) 栄養価からの食品名推定 

2. レシピサイトのデータに対する情報処理 

(ア) 材料表に出現する語の頻度と特徴分析 

(イ) 料理用語辞書の自動構築 
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1. 料理の栄養価によるクラスタリングと特徴分析 

給食の献立は，栄養価の計算がなされている点が投稿型レシピサイトの情報と

異なる．料理の栄養価は，材料となる食品それぞれの栄養価について，廃棄率と分

量を掛けたものの総和で求められる．料理ベクトルとは，料理の栄養成分値をベク

トルとしたものとする．倉敷市の給食データに現れる料理について，料理ベクトル

を近いものどうしでまとめ，クラスタを作成する．すなわち，栄養価の近いものど

うしのグループを作成することとなる．分類手法にはk-meansを利用した．その結

果，料理全体に対する分類では，牛乳，パン，ごはん，肉魚，汁物，豆と野菜，フ

ルーツの7つのクラスタができた．豆と野菜のクラスタには，小中学校ともにビー

フシチューや肉じゃがなどが含まれ，肉魚のクラスタではないなど学校給食の特徴

がみられた．また，主菜においては肉類，魚類，豆類などのクラスタが読み取れた

が，料理全体に対する分類ほど明確ではなかった． 

一方，分類後の各クラスにおいて使用されている食品の頻度をグラフにし，食

品分布と定義することにより，栄養価の違いと利用されている食品の違いの相関を

みることができる．この手法で解析を行うと，料理全体については相関は見られな

かったが，主菜や副菜など料理種別を限定すると極めて高い相関がみられ，新たな

知見につながった． 
 

2. 栄養価からの食品名推定 

給食の献立に現れる食品について，栄養価からその名称を推定する手法を開発

した．献立に出現する食品と日本食品標準成分表に出現する食品とをベクトル類似

度を用いて比較し，推定を行うものである．倉敷市の給食データについて，92414

件の食品のうち，79.42%の精度で元の食品を推定することができた． 
  

3. 材料表に出現する語の頻度と特徴分析 

投稿型のレシピサイトでは多種多様な入力が行われ，材料表の記述も一貫して

いない．この研究では，レシピにおける材料表の中でも特に分量の部分に注目し，

出現する語の分布と数値表現との関係を考察した．その結果，助数詞となる単語は

数値表現の直後に，計測の道具を表す単語は数値表現の直前に出現することが確認

できた．さらに，位置関係の分布のエントロピーから単語の出現位置から役割を決

定できる可能性を示した． 
  

4. 料理用語辞書の自動構築 

料理レシピのデータセットから料理用語辞書を自動構築する手法を提案した．

料理レシピの調理手順説明文に現れる食材名について，食材名に対する動作名の係

り受け関係の分布から，食材名間の類似度を計算する手法を開発し，評価を行っ

た．このテーマは国立情報学研究所との共同研究として行われた． 

 

 以上より，地域のデータを利用した研究の萌芽を形成することができ，さらに地

域を越えた共同研究との結びつけを行うことができた．  
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